
函 館 市 農 業 委 員 候 補 者 の 推 薦 ・ 応 募 状 況 に つ い て （ 最 終 公 表 ）  

 

 [法 人 ， 団 体 等 に よ る 推 薦 ]  

被 推 薦 者 （ 推 薦 を 受 け た 者 ）  推 薦 者 （ 推 薦 し た 者 ）  
推 進 委  
員 へ の  
推 薦 ・  
応 募  

 
 

氏 名  

 
 

年 齢  
（ 歳 ） 

 
 

性 別  

 
 

職 業  

経   歴  農 業 経 営 の 状 況  認 定  
農 業  
者 等  

法人，団体等  
の名称および  
代表者氏名  

活 動 の  
目 的  
 

 構 成 員  
 の 数  
  (人 )  

構 成 員  
の 資 格  
要 件 等  

推 薦 理 由  

年 月 日  職 名 等  
営 農  
類 型  

経 験  
年 数  

経 営  
年 数  

 
 
菅原  秀 樹  

 
 

66  

 
 

男  

 
 

農 業  

 
 
S61～ S63 
H25～現 在  
  〃  
  〃  
H27～現 在  
R1～現 在  
H10～  
 
R2～現 在  
 
R2～  
R5～現 在  
 
H 4～ H27 
 
 
H 7～ H27 
 

 

H29～現 在  

 
【 ＪＡ函館市亀田】  
・青年部副部長  

・大根生産部会部会長 
・生産部会連絡協議会監事 
・人参機械利用組合副会長 
・生産部会連絡協議会副会長  
・南瓜生産部会部会長 
・桔梗高台営農用水利用組合  
 副組合長 
・桔梗高台営農用水利用組合  
 組合長 
・鳥獣被害者の会副会長  

・鳥獣被害者の会会長  

【 石川町会役員】  
・街灯，防災，保健厚生各部 
 部長歴任  

【 川上神社役員】  
・氏子役員，経理，事務局， 
 事務局長歴任 
【函館市農業委員会】 
 ・農業委員（２期） 
 

 
 

露 地  

野 菜  

 
 

48  

 
 

30  

 
 

○  

 
 
石川実行組合  

 廣正  正  

 
 
ＪＡ函  
館市亀  
田にお  
ける地  
域団体  

 
 

24  

 
 
ＪＡ函  
館市亀  
田正組  
合員  

 
 

 ２ 期 ６ 年 が 過 ぎ 経 験 の 上
に 更 に 勉 強 し 今 後 の 活 動 の
糧 と し て い ま す 。  
 農 家 の 為 に な る 人 と し て
菅 原 さ ん を 推 薦 致 し ま す 。  

 
 

な し  

 
 

山田  美 代 子  

 
 

63  
 

 

 

 

女  

 

 

農 業  
 

 

 
 
H16.3 
 ～H23.2 
H23.3 
 ～H25.2 
H25.3 
 ～現在 
H25.3 
 ～H27.2 
H27.3 
 ～現在 
H29.7 
 ～現在 
R4.3 
 ～現在 

 

 

 
函館市亀田農業協同組合女性
部 監事 

函館市亀田農業協同組合女性
部 副部長 

函館市亀田農業協同組合女性
部 部長 

JA 道南地区女性協議会  

監事    

JA 道南地区女性協議会  

副会長 

函館市農業委員 
 
函館市亀田農業協同組合 
理事 

 

 

露 地  

野 菜  
 

 

 
 

41  

 
 

29  
 

 

 

 

－  

 

 

 

函館市亀田農  

業協同組合  

女性部部長  

山田 美代子  

 

 

 

ＪＡ函  

館市亀  

田女性  

部員の  

女性部  

活動に  

関する  

こと。  

(目的 )
この部  

は , 部
員が協
力して
相互の
教養と
親睦を
高 め ,

ＪＡ運
動を推
進する
ことを
目的と
する。  

 
 

49  

 

 

地区内  

に居住  

するも  

ので，  

この部  

の趣旨  

に賛同  

し，Ｊ  

Ａ業務  

に協力  

できる  

もの  

 

 

山 田 美 代 子 さ ん は ， Ｊ Ａ  

女 性 部 活 動 に 積 極 的 に 取 り  

組 み ， ま た 平 成 １ ６ 年 か ら  

は 女 性 部 役 員 と し て 企 画 や  

運 営 に 携 わ り ， 組 織 の リ ー  

ダ ー と し て 実 行 力 に 優 れ た  

人 物 で あ り ま す 。  

現 在 は 長 ね ぎ や 馬 鈴 薯 な
ど の 露 地 野 菜 を 栽 培 し ，精 力
的 に 農 業 に 取 り 組 ん で お ら
れ ま す 。  

女 性 の 視 点 で 地 域 の 農 業
の 発 展 に 大 き く 貢 献 で き る
も の と 確 信 し て お り ま す の
で ， 農 業 委 員 に 推 薦 致 し ま
す 。  

 

 

 

 

な し  



 [応 募 ]  

 
 

氏 名  

 
 

年 齢  
（ 歳 ） 

 
 

性 別  

 
 
職 業  

経 歴  農 業 経 営 の 状 況  認 定  
農 業  
者 等  

 
 

応 募 理 由  

推 進 委  
員 へ の  
推 薦 ・  
応 募  年 月 日  職 名 等  

営 農  
類 型  

経 験  
年 数  

経 営  
年 数  

 
 

川村   稔  

 

 

65  

 
 

男  

 
 
団 体  
役 員  

 

 

 

S55.4. 1 
H26.4. 1 
H30.3.31 
H30.4. 1 
 ～R2.3.31 
 
 
R2.7.22～現在 
R4.3.31～現在 
 

 

 

函館市奉職 
農業委員会事務局次長 
定年退職 
(一財)道南歴史文化振興財団 
業務執行理事・事務局長 
函館市縄文文化交流センター 
館長 
函館市農業委員就任 
函館市亀田農業協同組合員外 
監事就任 
 

 
 

―  

 
 

―  

 
 

―  

 
 

―  

 

 

 農 業 委 員 会 は ，市 長 か ら 独 立 し た 行 政 委 員 会 と し て ，農
地 の 権 利 移 動 の 許 可 ，農 地 転 用 案 件 へ の 意 見 具 申 ，遊 休 農
地 に 関 す る 措 置 に あ た り ，公 平 ，公 正 な 判 断 が 求 め ら れ て
い ま す 。  

 私 は ，現 在 農 業 委 員 １ 期 目 で す が ，こ れ ま で の 経 験 を 踏
ま え ，再 度 中 立 委 員 の 立 場 で ，農 業 委 員 会 の 円 滑 な 業 務 遂
行 を お 手 伝 い し た い 。  

 

   

な し  

 
 

立藏  義 春  

 
 

67  

 
 

男  

 

 

 

農 業  

 

 
 
H11.7.22～現在 
 
H23.7.22～現在 
 
H28.3.31～現在 
 

H30.4. 1～現在 
 
H31.4. 1～現在 
 

 
 
函館市農業委員就任(現在８期 
目） 
函館市農業委員会会長職務代
理者就任（現在４期目） 
函館市亀田農業協同組合代表
監事就任 
函館市スポーツ協会副会長就
任 
函館市函館消防団副団長就任 
 

 
 

水 稲  

 

露 地  

野 菜  

 
 

41  

 
 

21  

 

 

○  

 

 
 

函 館 市 の 農 業 ， 農 業 者 の 代 表 と し て ８ 期 務 め た 農 業 委  
員 の 経 験 を 活 か し ， 農 業 委 員 会 の 必 須 事 務 で あ る 農 地 利  
用 最 適 化 の 推 進 に 努 め 適 正 な 農 地 行 政 や 農 用 地 の 確 保 と
有 効 利 用 お よ び 地 域 農 業 の 振 興 の た め に 働 き た い 。  
 ま た ，魅 力 あ る 農 業 を 目 指 し 地 域 活 性 化 の 推 進 に 尽 力 を
尽 く し た い 。  

農 業 を 取 り 巻 く 環 境 は 年 々 厳 し さ を 増 し て お り ，担 い 手
の 育 成 や 後 継 者 の 確 保 に も 力 を 注 ぎ た い 。  

 

 
 

あ り  

 

 

大槻  寅 男  

 

 

 

72  

 

 

男  

 

 

農 業  

 

 

H 5.7.22 
～現在 

H23.7.22 
～現在 

H26.8～R 2.7 
 
H26.8～H28.3 
H28.4～H28.6 
H28.6～H30.6 
H30.5～R 1.7 
R 1.7～現在 
R 2.8～ 現 在  
 
R 2.8～ 現 在  

 

 

農業委員（現在 10 期目）  

 

農業委員会会長（現在４期目） 

 

渡島地方農業委員会連合会  

副会長  

北海道農業会議監査委員  

北海道農業会議監事  

北海道農業会議代表監事  

函館市町会連合会副会長  

函館市社会福祉協議会会長  

渡島地方農業委員会連合会  

会長  

北海道農業会議常設審議委員  

 

 

露 地  

野 菜  

 

施 設  

野 菜  

 

 

57  

 

 

57  

 

 

○  

 

 
 

私 は ，農 家 の 後 継 者 と し て 農 業 を 始 め て ５ ４ 年 に な り ま
す 。 ま た ， 現 在 ， 農 業 委 員 を 1 0 期 務 め ， そ の う ち ４ 期 ，
会 長 職 を さ せ て い た だ い て お り ま す 。  
 常 日 頃 よ り 優 良 農 地 を 維 持 し ，守 り つ つ ，消 費 者 の 皆 さ
ん に 新 鮮 で 美 味 し い 野 菜 を 安 心 し て 食 べ て 頂 き た い と い
う 思 い で 農 業 に 取 組 ん で お り ま す が ， 農 業 を 取 巻 く 現 状
は ，高 齢 化 や 後 継 者 不 足 ，さ ら に は ，農 家 戸 数 の 減 少 や 耕
作 放 棄 地 の 増 加 な ど ， 様 々 な 問 題 を 抱 え て お り ま す 。  
 こ の よ う な 状 況 の 中 で ，今 後 に お き ま し て も ，農 地 利 用
の 最 適 化 の 推 進 活 動 に よ り ，遊 休 農 地 の 解 消 や 担 い 手 へ の
利 用 集 積・集 約 化 な ど に 一 層 積 極 的 に 取 組 む と と も に ，農
業 分 野 の 専 門 家 の 方 々 や 地 域 の 農 業 者 等 と 協 力 し な が ら ，
微 力 で は ご ざ い ま す が ，函 館 の 農 業 の 振 興 と 発 展 に 貢 献 し
て 参 り た い と 考 え て お り ま す 。  
 

 
 

な し  

 

 

近江  政 夫  

 

 

 

73  

 

 

 

男  

 

 

 

 

農 業  

 

 

 

 

H 7.3～H22.3 
H11.7～現在 
H28.3～現在 
H31.4～R4.3 

 

 

函館市亀田農協理事  

函館市農業委員会委員 
函館市亀田農協理事  

渡島蔬菜農協理事  

 

 

露 地  

野 菜  

 

 

 

 

 

 

52  

 

 

40  

 

 

○  

 

 

 

 活 力 あ る 農 業・農 村 を 築 く た め ，地 域 の 特 性 を 活 か し 農
業 経 営 の 安 定 を 図 り ，こ れ か ら は 農 家 戸 数 の 減 少 に 伴 う 遊
休 農 地 の 発 生 防 止・解 消・新 規 参 入 の 促 進・担 い 手 の 農 地
利 用 の 集 積・集 約 化 に 取 り 組 み ，農 地 等 の 利 用 の 最 適 化 を
進 め ， 持 続 的 発 展 に 努 め た い と 思 い ま す 。  

 ま た 今 ま で 農 業 委 員 を ８ 期 務 め た 経 験 を 活 か し て ，農 地
行 政 や 農 業 の 振 興 の た め に 尽 力 し た い 。  

 

 
 

あ り  

 



[応 募 の 続 き ]  

 

 
 

永田  懸 一朗  

 
 

33  

 
 

男  

 

 

農 業  

 

 

 
 
H1 9～  
 
H1 9～  

 
 
函館市亀田農業協同組合 
大根部会副部長 
函館市亀田農業協同組合 
青年部副部長 
 

 
 

露 地  

野 菜  

 

 
 

13  

 
 
8  

 

 

〇  

 

 
 
 農 業 委 員 の 仕 事 を 通 じ ，よ り 多 く の 農 業 関 係 者 と の 関 わ
り を 深 め ， 地 域 農 業 振 興 に 貢 献 し た い 。  
 適 正 な 農 地 利 用 の 推 進 に 興 味 が あ り ，自 身 の 年 齢 ，経 験 ，
フ ッ ト ワ ー ク の 軽 さ を 活 か し ， 地 域 の 発 展 に 貢 献 し た い 。 

 
 

な し  

 
 

八戸  千 修  

 
 

41  

 

 

男  

 

 

農 業  

 
 
R1～ 現 在  
 
R2～ 現 在  

 

 

函館市亀田農業協同組合 
青年部監事 
函館市農業委員 １期目 
 

 

 

露 地  

野 菜  

 

 

 

 

20  

 

 

20  

 

 

〇  

 

 

 農 業 委 員 と し て １ 期 目 で 勉 強 さ せ て い た だ い た 事 を 生 か
し て 函 館 市 の 農 業 に 貢 献 で き れ ば と 思 い ， 応 募 さ せ て い た
だ き ま し た 。  

 

 
 

な し  

 

 

 

西浦  克 彦  

 

 

59  

 

 

男  

 

 

農 業  

 

 

H13.2～H17.2 

 
H16.3～H18.3 
 

H29.2～現在  

 
H29.7～現在 
 

 

 

ＪＡ函館市亀田青年部  
部長（２期） 
ＪＡ道南青年部連絡協議会 
副会長（１期） 
ＪＡ函館市亀田生産部会 
連絡協議会 会長(４期目) 
函館市農業委員（２期目） 

 

 

 

露 地  

野 菜  

 

 

 

 

 

 

27  

 

 

 

 

 

 

 

15  

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 農 業 情 勢 が 厳 し さ を 増 す 中 ，高 齢 化 と 資 材 の 高 騰 な ど で
農 業 者 が 減 少 し て 行 く の を 目 の 当 た り に し て お り ま す 。  

 少 し で も 農 業 者 の 減 少 と 農 地 の 荒 廃 に 歯 止 め を か け る
お 手 伝 い を し た い 。  

 農 業 委 員 に な っ て ２ 期 目 で す が ， コ ロ ナ 禍 も あ り ま し
て ， な か な か 思 う よ う な 活 動 が で き ま せ ん で し た 。  

 

 

 

 

な し  

 

 

 

 

 

 

 

佐藤   勉  

 

 

50  

 

 

男  

 

 

農 業  

 

 

H1 8～ H 2 3  

H3 0～ 現在  

 
H2 9～ 現在 
 

 

 

函館市亀田農協青年部 部長  

JA 函館市亀田ほうれん草，長
ネギ部会 部会長  

函館市農業委員 ２期目 

 

 

露 地  

野 菜  

 

施 設  

野 菜  

 

 

 

32  

 

 

15  

 

 

－  

 

 

１ ．農 業 の 担 い 手 育 成 と 農 地 の 有 効 利 用 を 積 極 的 に 勧 め た
い 。  

２ ． 農 協 青 年 部 と 連 携 し て 土 地 の 相 談 役 と な り た い 。  

３ ． 農 地 行 政 に つ い て も っ と 勉 強 が し た い 。  

 

 

な し  

 

 

 


